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亘
星
カ
ノ
ー
プ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
山
　
水
　
野
千
　
里

　
互
星
カ
ノ
t
プ
ス
が
見
ね
る
時
が
來
た
。
こ
の
星
は
支
那
名
を
壽
老

人
星
又
は
老
人
－
こ
呼
び
，
時
・
こ
し
て
は
南
極
老
人
く
｝
も
回
せ
ら
れ
、
南

の
地
回
線
上
濠
氣
の
中
に
キ
う
く
、
こ
旧
い
で
居
る
の
を
見
る
ミ
、
あ

こ
が
れ
て
居
る
赤
道
方
面
に
行
っ
た
感
が
あ
る
。

鴫
、
巨
星
と
罎
星

　
星
は
色
に
よ
っ
て
年
齢
を
知
る
こ
と
を
得
る
の
で
、
久
し
い
前
か
ら

青
色
が
最
も
若
く
て
白
、
黄
、
赤
色
で
あ
る
ご
い
は
れ
て
居
た
が
、
近

頃
亘
星
－
こ
い
ふ
の
は
ブ
ヨ
く
の
昆
で
赤
色
が
最
も
若
く
て
黄
，
白
、

青
色
ご
次
第
に
熱
度
を
増
し
、
青
色
が
頂
黙
で
そ
れ
か
ら
次
第
に
熱
度

が
減
じ
引
締
っ
て
逼
る
の
を
媛
星
．
こ
い
っ
て
色
は
青
．
白
．
黄
．
赤
色

の
順
で
．
カ
ノ
ー
プ
ス
の
如
き
は
三
星
の
青
色
で
、
太
陽
は
矯
星
の
黄

色
で
あ
る

二
，
ア
ル
ゴ
舩
座

　
カ
ノ
ー
プ
ス
は
ア
ル
ゴ
船
座
星
（
首
星
）
で
あ
る
が
、
こ
の
星
座
に

は
肉
眼
的
星
歎
百
二
十
五
（
一
等
星
一
、
二
等
星
四
、
三
等
星
十
一
、

四
等
星
十
七
．
五
等
星
九
十
二
）
も
あ
っ
て
大
星
座
で
あ
る
。
元
來
ア

ル
ゴ
ε
い
ふ
の
は
船
の
名
で
あ
る
か
ら
ラ
カ
イ
ユ
は
之
れ
を
龍
骨
、
帆

稿
、
艦
、
羅
針
盤
の
五
つ
に
分
け
た
が
星
の
各
個
の
名
と
し
て
は
通
じ

て
バ
イ
エ
ル
名
が
今
に
使
は
れ
て
居
る

　
今
光
度
の
等
級
に
よ
り
分
け
て
見
る
と
左
の
通
り
で
あ
る
。
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ア
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三
、
騨
　
　
　
　
話

　
大
昔
に
コ
ル
キ
ス
國
－
こ
い
ふ
國
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
現
今
ミ
ン
グ
リ

リ
ヤ
の
地
で
北
は
シ
シ
ヤ
、
東
は
コ
ー
カ
サ
ス
山
、
イ
ベ
リ
ア
、
南
は
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ア
ー
メ
ニ
ヤ
，
ボ
ン
タ
ス
、
西
は
黒
海
に
臨
ん
で
居
て
河
川
は
多
く
黒

海
に
注
ぎ
果
實
を
多
く
産
し
た
國
で
あ
る
。

　
最
初
埃
及
の
兵
士
が
其
の
將
セ
ソ
ス
ト
リ
ア
に
傘
ひ
ら
れ
て
此
の
地

に
來
て
、
そ
の
一
隊
が
關
所
を
守
る
高
め
に
再
編
に
取
り
残
さ
れ
て
殖

民
市
を
建
て
た
の
が
基
で
織
物
殊
に
蹴
布
を
多
く
産
し
，
動
植
物
の
模

様
が
巧
で
、
そ
の
染
色
の
帯
せ
ざ
る
の
が
特
色
で
あ
っ
た
。

　
西
暦
紀
元
前
一
二
六
八
年
頃
イ
ー
チ
ス
王
の
時
代
に
希
臓
の
ジ
ェ
ソ

ン
は
ア
ル
ゴ
船
に
乗
っ
て
此
の
國
を
征
し
、
金
毛
の
楯
を
奪
ひ
取
っ
た

と
い
ふ
物
語
が
あ
る
。
初
め
希
臓
の
ミ
ニ
ヤ
ス
族
の
ア
サ
マ
ス
の
二
子

フ
リ
キ
サ
ス
、
ヘ
レ
磯
豆
の
節
犠
牲
に
献
け
ら
れ
己
に
紳
官
の
手
で
屠

ら
れ
ん
・
こ
し
た
時
に
一
陣
の
旋
風
黒
雲
を
捲
い
て
吹
き
重
り
、
竹
中
か

ら
金
色
の
羊
現
は
れ
二
壬
を
乗
せ
凡
慮
－
こ
も
な
く
逢
え
去
っ
て
ス
レ
ー

ス
國
ま
で
は
何
事
も
な
く
行
っ
た
が
、
其
迄
で
誤
っ
て
女
児
ヘ
レ
を
海

中
に
落
し
て
死
な
せ
た
の
で
．
そ
の
地
を
ヘ
レ
ス
ポ
ン
ト
噛
こ
呼
び
、
他

の
一
子
は
黒
海
の
東
岸
コ
ル
キ
ス
國
に
蓮
ば
れ
其
の
國
王
イ
ー
チ
ス
の

女
カ
ル
シ
オ
ー
ペ
を
嬰
り
右
の
金
色
の
羊
を
犠
牲
，
こ
し
て
紳
に
献
け
イ

ー
チ
ス
王
は
其
の
毛
皮
を
剥
ぎ
取
っ
て
之
れ
を
軍
紳
ア
レ
ス
を
祀
っ
て

あ
る
森
の
中
の
撫
の
木
に
懸
け
た
。
其
の
後
プ
リ
キ
サ
ス
は
病
死
し
コ

ル
キ
ス
の
地
に
葬
ら
れ
た
。
そ
の
盛
は
故
郷
を
慕
っ
て
希
腫
の
國
に
行

っ
て
コ
ル
キ
ス
國
に
來
て
金
色
の
羊
皮
を
取
り
肺
れ
わ
れ
は
そ
の
羊
毛

に
宿
り
て
故
國
に
下
る
ご
告
げ
た
が
、
還
方
の
事
で
あ
る
か
ら
誰
れ
も

そ
れ
を
取
り
來
ら
ん
一
こ
い
ふ
も
の
は
な
か
っ
た
Q
時
に
ブ
リ
キ
サ
ス
の

從
弟
に
イ
ー
ソ
ン
と
云
ふ
も
の
が
あ
っ
た
が
、
叔
父
ピ
リ
ヤ
ス
に
そ
の

國
を
奪
は
れ
一
子
ジ
エ
ソ
ン
を
俘
ぴ
て
北
方
に
落
ち
行
き
途
中
で
ジ
エ

ソ
ン
が
一
老
婆
を
救
け
た
が
そ
れ
は
女
紳
ヘ
ラ
で
あ
っ
た
。
後
イ
オ
ル

カ
ス
の
都
に
入
り
、
神
託
に
よ
っ
て
ジ
エ
ソ
ン
は
こ
の
地
に
王
た
る
を

知
っ
た
が
王
ピ
リ
ヤ
ス
は
歎
々
の
難
題
を
申
か
け
た
、
そ
の
中
に
コ
ル

キ
ス
國
で
逝
い
た
プ
リ
キ
サ
ス
の
露
が
朧
夜
一
々
金
色
の
羊
毛
を
取
り

に
來
よ
一
こ
夢
に
促
す
か
ら
，
そ
れ
を
取
っ
て
來
た
な
ら
ば
こ
の
國
を
譲

る
一
こ
約
し
た
の
で
、
ジ
エ
ソ
ン
は
造
船
に
長
ぜ
し
ア
ル
ゴ
ス
に
命
じ
て

船
を
造
ら
し
め
、
そ
の
名
に
因
み
て
ア
ル
ゴ
船
S
命
名
し
五
十
人
の
勇

士
を
粟
せ
禺
陣
し
ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡
に
進
ん
だ
が
、
行
手
に
二
大
亘
岩

が
あ
っ
て
波
の
爲
め
に
忽
ち
合
し
忽
ち
離
れ
そ
の
間
を
通
る
こ
ε
が
出

斜
な
い
様
で
あ
っ
た
か
ら
、
試
み
に
鳩
を
放
ち
し
に
僅
か
に
尾
を
損
ぜ

し
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
五
十
人
の
も
の
は
全
力
を
蓋
し
て
突
進
し

に
ら
艦
を
僅
か
に
損
し
た
の
み
で
通
過
す
る
こ
と
を
得
そ
の
後
は
二
大



225

亘
岩
動
か
す
な
っ
た
ε
の
事
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
黒
海
の
上
は
波
静
か

に
事
な
く
コ
ル
キ
ス
國
に
達
し
、
王
女
ミ
ヂ
ヤ
の
救
け
に
よ
っ
て
金
色

の
羊
毛
の
楯
を
奪
ひ
取
っ
て
無
事
に
館
喫
し
た
。
そ
の
聞
に
歳
月
を
経

過
し
た
の
で
ピ
リ
ヤ
ス
王
は
老
衰
し
て
盲
目
と
な
り
、
父
イ
ー
ソ
ン
も

同
じ
く
盲
目
・
こ
な
っ
て
死
を
待
つ
有
様
で
あ
っ
た
が
、
ピ
リ
ヤ
ス
王
が

約
に
反
し
國
を
譲
ら
な
い
の
で
ミ
ヂ
ャ
が
ピ
リ
ヤ
ス
王
を
殺
し
ジ
エ
ソ

ン
の
父
イ
ー
ソ
ン
を
若
返
ら
せ
ジ
ェ
ソ
ン
を
し
て
國
王
に
な
し
た
一
こ
い

ふ
醜
話
に
あ
る
ア
ル
ゴ
船
が
星
座
の
名
・
こ
な
っ
た
の
で
あ
る
。

四
、
カ
ノ
ー
プ
ス

　
カ
ノ
ー
プ
ス
の
實
盟
、
位
置
等
を
調
べ
て
見
る
ご

一
、
光
度
　
員
○
、
九
等
で
シ
リ
ウ
ス
の
員
M
、
六
等
に
次
ぎ
、
全
天

　
に
於
て
第
二
位
を
占
む
る
よ
く
慕
い
で
居
る
恒
星
で
、
そ
の
光
量
は

　
太
陽
の
五
萬
倍
あ
る
こ
の
こ
一
こ
だ
。

2
、
距
離
，
、
）
罷
積
五
百
光
年
の
遠
距
離
に
あ
っ
て
、
其
の
有
壁
は
太
陽

　
の
約
百
三
十
倍
で
あ
る
か
ら
、
古
習
は
二
百
十
九
鋳
七
千
倍
に
相
當

　
し
最
も
甚
大
な
る
恒
星
、
こ
し
て
知
ら
れ
て
居
た
が
、
近
年
に
至
り
ベ

　
テ
ル
ギ
ユ
ー
ズ
の
直
径
は
太
陽
の
三
百
倍
で
外
積
は
二
千
七
百
萬
倍

　
ア
ン
タ
レ
ス
は
直
撃
が
太
陽
の
四
百
七
十
倍
、
磯
積
は
約
一
億
萬
倍

　
な
る
こ
と
が
制
明
し
た
の
で
今
で
は
第
三
位
ミ
は
な
っ
た
が
、
何
分

　
大
な
る
も
の
、
一
つ
で
あ
る
。

3
，
色
ス
ペ
ク
ト
ル
に
よ
る
と
青
味
が
か
っ
た
白
色
で
F
型
に
属
し
．

　
分
光
器
的
連
星
で
あ
っ
て
、
埃
及
で
は
シ
リ
ウ
ス
同
檬
昔
か
ら
盛
ん
7

　
に
崇
昇
せ
ら
れ
た
星
で
あ
る
。

4
、
位
置
　
赤
経
六
時
二
＋
二
分
、
赤
緯
南
五
十
二
度
三
十
八
分
に
位
．

　
し
て
居
る
の
で
オ
リ
オ
ン
座
に
次
い
で
大
犬
座
、
小
犬
座
の
現
は
る

　
》
頃
に
カ
ノ
ー
プ
ス
も
見
え
る
の
で
あ
る
。
岡
山
は
北
緯
三
十
四
度

　
四
十
分
に
あ
る
か
ら
、
赤
緯
南
五
十
五
度
二
十
分
迄
は
見
る
こ
ε
が

　
出
來
る
の
で
カ
ノ
ー
プ
ス
を
ば
地
｝
牛
線
上
二
度
四
十
二
分
の
高
さ
に

　
見
る
の
で
あ
る
。
京
都
天
文
壷
は
岡
山
よ
り
約
二
十
二
分
北
に
位
す

　
る
の
で
、
カ
ノ
ー
プ
ス
の
高
さ
は
二
度
二
十
分
し
か
な
い
わ
け
で
あ

　
る
・
ヴ
エ
ガ
は
赤
経
十
八
時
三
十
四
分
、
赤
緯
北
三
十
八
度
四
十
一

　
分
だ
か
ら
略
々
カ
ノ
ー
プ
ス
の
反
封
の
位
置
に
あ
る
が
、
我
が
太
陽

　
系
は
ヴ
エ
ガ
の
方
に
向
っ
て
進
行
し
つ
、
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
カ

　
ノ
ー
プ
ス
を
次
第
に
出
逞
ざ
か
り
つ
」
あ
る
こ
と
に
な
る
。
又
今
後
一

萬
二
千
年
で
ヴ
エ
ガ
が
北
極
星
，
こ
な
う
と
き
は
カ
ノ
ー
プ
ス
が
南
極



226

星
－
≧
な
の
南
北
芳
野
に
一
等
星
が
あ
っ
て
肚
観
を
呈
す
る
の
で
あ
る

五
、
七

殖邑

　
カ
ノ
ー
プ
ス
は
支
那
名
を
壽
老
人
叉
は
老
入
，
こ
い
っ
て
七
輻
帥
の
一

で
あ
る
世
俗
に
福
徳
の
帥
と
し
て
崇
敬
せ
ら
る
」
七
人
の
帥
仙
を
七
福

紳
－
こ
い
ひ
、
時
代
に
よ
り
て
は
少
し
く
其
の
神
を
異
に
し
て
居
る
が
面

壁
天
、
辮
財
天
、
多
聞
天
、
大
黒
天
、
布
袋
和
島
、
稿
農
書
及
び
恵
比

須
で
或
は
吉
群
天
の
代
り
に
毘
沙
門
天
、
多
聞
天
の
代
り
に
陰
々
を
入

れ
、
現
今
は
毘
沙
門
天
、
辮
財
天
、
濤
老
人
（
士
，
早
天
叉
は
狸
々
）
大
黒

天
、
布
袋
粒
界
、
幅
跳
壽
，
恵
比
須
を
い
ふ
の
で
あ
ろ
、

　
七
福
神
の
信
仰
は
古
熱
雲
く
網
点
の
間
に
行
は
れ
幸
輻
を
守
る
紳
と

し
て
幅
壽
、
財
蜜
を
回
り
．
或
は
七
福
紳
舟
遊
の
圖
を
藷
き
て
費
船
ぐ
〕

稻
し
、
毎
年
一
月
二
日
の
夜
枕
の
下
に
敷
き
て
吉
夢
を
兇
ん
こ
，
こ
を
願

ひ
其
の
他
彫
刻
、
糟
諜
の
材
狂
こ
し
た
り
、
詩
歌
に
詠
ぜ
ら
る
Σ
等
、

常
に
國
民
、
こ
密
接
な
る
關
係
を
有
し
特
に
輻
緑
一
男
は
延
命
の
神
で
も
・
こ

南
極
老
人
星
の
化
身
で
あ
る
。
短
身
、
長
頭
、
美
舞
豊
か
に
杖
頭
に
纒

巻
を
結
び
白
髪
を
作
っ
て
居
る
が
、
杖
頭
の
縄
巻
は
人
の
壽
命
を
記
し

た
簿
冊
で
あ
る
。
我
が
國
で
頭
長
き
を
禰
予
診
、
こ
い
ふ
は
正
し
か
ら
す

　
頭
長
き
は
實
は
壽
老
人
な
の
・
こ
云
ふ
の
だ
が
壽
老
人
も
延
命
の
紳
で

福
緑
壽
ε
同
星
で
あ
る
ε
の
説
で
、
そ
の
像
は
普
通
の
老
人
の
形
で
杖

を
携
へ
て
玄
鹿
を
件
っ
て
居
る
が
、
鹿
と
豫
－
こ
は
其
の
音
粗
通
す
る
を

以
っ
て
愛
度
き
も
の
・
こ
し
て
添
へ
書
き
た
る
も
の
で
あ
ら
う
。
立
鹿
．
、
｝

は
鹿
の
千
五
百
歳
を
経
た
る
も
の
を
い
ふ
の
で
其
の
肉
を
食
す
れ
ば
二

千
歳
の
壽
を
受
く
一
こ
い
ひ
傳
へ
ら
れ
て
鹿
は
長
命
の
獣
で
あ
る
。
此
の

紳
も
壽
昌
を
司
る
か
ら
幅
紳
の
中
に
己
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
我
が
國

で
は
徳
川
氏
の
初
代
頃
か
ら
も
て
は
や
さ
れ
て
居
た
事
は
明
ら
か
で
、

足
利
時
代
に
も
七
福
紳
の
記
事
が
あ
る
の
で
國
民
の
迷
信
を
掌
る
こ
・
こ

は
久
し
い
も
の
だ
菅
し
か
ら
濤
老
人
の
現
は
る
、
歳
は
幸
頑
の
歳
で
あ

る
，
こ
い
ふ
迷
信
が
信
ぜ
ら
れ
て
居
る
の
は
打
破
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

六
、
カ
ノ
ー
ツ
ス
の
南
中

　
カ
ノ
ー
プ
ス
は
年
に
よ
っ
て
見
え
又
は
見
な
ね
い
の
で
は
な
い
。
毎
、

年
他
の
恒
星
，
こ
同
語
、
同
月
同
日
同
時
刻
に
は
同
一
の
露
に
見
え
る
の

だ
が
何
分
赤
緯
南
五
十
二
度
三
十
八
に
分
あ
る
か
ら
、
北
緯
三
＋
七
度

二
十
二
分
以
北
で
は
絶
鋤
に
見
え
な
い
の
み
な
ら
す
．
そ
れ
以
南
の
我

が
國
の
大
部
分
や
、
支
那
の
中
央
遊
で
は
地
響
線
上
に
近
い
の
で
，
山
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が
邪
魔
し
た
り
、
水
蒸
氣
や
雲
の
關
係
な
，
ご
で
よ
く
見
ね
な
い
の
だ
、

我
が
岡
山
で
は
南
方
の
兇
島
孚
島
の
連
由
あ
る
も
除
り
高
か
ら
す
、
雲

も
比
較
的
少
い
時
が
多
い
か
ら
、
十
月
以
來
竪
年
三
月
迄
注
意
す
れ
ば

晴
れ
た
る
夜
に
は
屹
度
見
ね
る
。
カ
ノ
ー
ゾ
ス
の
南
中
す
る
の
は
略
々

左
記
の
通
り
で
あ
る
か
ら
，
そ
の
前
後
約
一
時
聞
都
合
二
時
間
位
は
見

る
こ
・
こ
が
出
來
る
の
で
、
迷
信
・
こ
は
い
ひ
な
が
ら
こ
の
專
老
人
星
を
眺

め
幸
福
を
受
け
ら
れ
る
ε
患
へ
ば
艦
り
悪
い
馬
持
も
せ
な
い
の
だ
。

　
十
月
一
日
午
前
六
時
、
十
刀
十
六
日
午
前
五
時
、
十
一
月
一
日
午
前

　
四
時
、
十
一
月
十
六
日
午
前
三
時
、
十
二
月
一
日
午
前
二
時
，
十
二

　
月
十
六
日
午
前
一
，
時
、
一
月
一
日
午
前
○
時
，
一
月
十
六
日
午
後
十

　
一
時
、
二
月
蝸
日
午
後
十
時
、
二
月
十
六
日
午
後
里
雪
、
三
月
一
日

　
午
後
八
時
、
三
月
十
六
日
午
後
七
時
。

ざ
つ
一
こ
孚
ク
年
間
は
聖
日
見
え
る
羅
で
十
一
刀
か
ら
十
二
月
迄
は
午
前

一
月
か
ら
三
月
迄
は
午
後
に
注
意
し
て
見
る
「
こ
南
の
地
脚
線
近
く
に
面

影
た
る
嘱
等
星
は
外
に
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
十
分
に
そ
の
美
観
を
味

は
れ
る
、
こ
同
時
に
天
文
壁
上
研
究
す
べ
き
錨
の
多
き
こ
の
星
を
興
味
を

以
て
迎
へ
ら
れ
ん
こ
一
こ
を
切
望
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
二
二
、
一
〇
、
一
）

詩
人
の
隼
活
に
於
け
ろ
天
文
爆
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
●
D
●
　
ワ
ツ
｝
ソ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
T
・
E
・
　
生
　
　
課
　
　
註

　
凡
て
の
人
類
の
中
で
詩
人
は
其
生
活
の
凡
て
の
行
路
に
『
か
く
て
我

等
は
星
々
に
指
す
る
な
り
』
ε
の
題
目
を
掲
げ
る
。
彼
は
凡
て
の
花
の

中
に
永
遠
的
の
美
を
洞
察
し
、
凡
て
の
星
の
中
に
宇
宙
的
法
則
を
観
取

す
る
の
で
あ
る
。
彼
に
唱
こ
っ
て
は
『
十
二
宮
が
そ
の
時
κ
し
た
が
っ
て
』

出
で
來
る
（
鐸
者
註
奮
約
聖
書
百
官
記
三
十
八
章
二
十
二
節
）
事
は
か
の

秩
序
の
表
現
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
從
ひ
、
叉
そ
れ
に
撮
っ
て
凡
て
の
遊

星
も
、
凡
て
の
礫
も
其
の
軌
道
を
保
つ
も
の
で
あ
る
。
何
ミ
な
れ
ば
詩

人
は
其
言
葉
が
意
味
す
る
様
に
創
作
者
で
あ
る
。
概
念
を
再
び
合
し
て

新
し
い
観
念
を
作
る
構
想
力
は
詩
人
の
創
作
的
能
力
で
あ
る
。
そ
れ
に

よ
り
彼
は
新
し
い
構
成
と
意
味
－
こ
を
喚
起
す
る
。
彼
等
は
少
敷
の
事
物

に
忠
實
で
あ
っ
た
が
弾
め
に
多
数
の
事
物
を
支
配
せ
し
め
ら
れ
た
か
の

嬢
魂
に
從
っ
て
實
在
の
雪
雲
に
進
み
入
る
⊃

　
萬
人
は
一
定
の
影
響
の
範
園
、
活
動
の
舞
皇
、
能
力
の
匠
域
を
持
つ


